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名 船 発 掘 ・日本

東
京
か
ら
古
河
ま
で
乗
船

明
治
時
代
の
利
根
川

。
江
戸
川
水
系
で
活
躍
し
た

川
蒸
気

「通
運
丸
」
型
の
こ
と
は
、
利
根
運
河
と
の

か
か
わ
り
を
中
心
に
、
本
連
載
第
１０
回

（９０
年
９

，

１０
月
号
）
で
紹
介
し
た
。
今
回
は
森
鴎
外
の

「通
運

丸
」
乗
船
の
話
題
を
中
心
に
、
初
期
の

「通
運
丸
」

型
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
た
い
。

鴎
外
は
陸
軍
軍
医
で
あ
る
。
任
官
し
た
の
は
明
治

‐４

（１
８
８
１
）
年
。
数
え
で
２０
歳
の
と
き
だ
。

翌
‐５
年
、
鴎
外
は
徴
兵
検
査
を
お
こ
な
う

一
行
に

副
医
官
と
し
て
加
わ
り
、
北
関
東

・
信
越
地
方

（栃

木
、
群
馬
、
長
野
、
新
潟
）
に
出
張
し
た
。

２
～
３
月
の
厳
冬
期
。
し
か
も
、
ま
だ
鉄
道
が
な

い
地
域
で
あ
る
。
当
然
、
江
戸
時
代
以
来
の
舟
運
と

旧
街
道
に
よ
る
大
旅
行
と
な

つ
た
。
そ
の
様
子
は
鴎

外
の
日
記

『北
勝
日

乗
』
に
く
わ
し
い
。

２
月
１３
日
、
千
住
の
家
を
出
た
鴎
外
は
、
日
本
橋

小
網
町
の
河
内
屋
で

「通
遥
丸
」
の
乗
船
券
を
買

っ

た
。
最
初
の
目
的
地
は
栃
木
県
県
庁
所
在
地
（当
時
）

の
栃
木
。
古
河
ま
で
舟
通
の
使
が
あ

っ
た
。

船
貨
は
６８
銭
。
上
等

（１
等
）
だ
と
１
円
２
銭
。

む
ろ
ん
上
等
に
乗

っ
た
は
ず
だ
。
河
内
屋
は
内
目
通

運
の
荷
物
扱
所
で
あ
る
。　
一
行
は
こ
こ
に
集
合
し
た

の
だ
ろ
う
。
１
か
月
半
の
長
い
公
用
旅
行
だ
か
ら
、

相
応
に
荷
物
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次

い
で

一
行
は
、
日
本
橋
浜
町
の
新
大
橋
際

へ
行

っ
た
。
隅
田
川
の
新
大
橋
際
に
は
内
国
通
運
取
扱
所

が
あ
り
、
「
通
運
丸
」
の
乗
船
所
の
ひ
と
つ
に
な

つ
て

い
た
。
ち
な
み
に
当
時
の
新
大
橋
は
、
現
在
よ
り
２

０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
に
あ

つ
た
。

一
行
は
こ
こ
か
ら
上
利
根
方
面

へ
向
か
う

「通
運

丸
」
に
乗

っ
た
。
隅
田
川
か
ら
、
小
名
木
川
、
江
戸

川
、
利
根
川
を

へ
て
渡
良
瀬
川
水
系

へ
向
か
う
航
路

で
あ
る
。
内
陸
航
路
と
し
て
は
航
程
が
長
い
。

鴎
外
は
出
発
時
間
を
書
い
て
い
な
い
が
、
古
河
到

着
は

「十
四
日

古
河
に
着
き
し
は
午
前
五
時
な
り
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
上
利
根
航
路
は
、
東

京
を
夕
方
出
航
し
た
よ
う
だ
。
夜
行
便
で
あ
る
。

真
冬
の
内
陸
舟
運
の
旅
は
寒
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
汽
機
と
外
輪
推
進
器
の
振
動
と
騒
音
が
大
き

く
、
鴎
外
は
眠
れ
な
か

つ
た
の
で
は
な
い
か
。

初
期
の

「通
運
丸
」
型

鴎
外
ら

一
行
が
乗

っ
た
の
は
初
期
の

「通
運
丸
」

で
あ
る
。
「通
違
丸
」
型
は
船
名
に
番
号
を
冠
し
て
い

た
が
、　
一
行
の
乗

っ
た
船
が
第
何
号
で
あ

っ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
。
当
時
、
す
で
に
１０
隻
を
こ
え
る

「通

運
丸
」
型
が
就
航
し
て
い
た
。

「通
運
九
」
型
の
第
１
船
は
、
明
治
１０
（１
８
７
７
）

年
２
月
に
石
川
島
平
野
造
船
所
で
完
成
し
た

「通
運

丸
共
の
ち
第

一
通
運
丸
と
改
名
）
で
あ
る
。

石
川
島
平
野
道
船
所
は
、
長
崎
出
身
の
平
野
富
二

が
、
そ
の
前
年
、
東
京
石
川
島
に
あ

つ
た
官
営
ド
ッ

ク
を
借
り
受
け
て
創
業
し
た
。
の
ち
に
こ
れ
が
石
川

島
造
船
所
に
発
展
す
る
。
「
通
運
丸
」
は
こ
の
造
船
所

が
建
造
し
た
第
１
船
で
あ

つ
た
。

木
造
外
輪
汽
船
。
３４
ト
ン
。
汽
機

（主
機
と
ボ
イ

ラ
ー
）
は
横
浜
製
鉄
所
で
製
作
さ
れ
た
。
完
成
後
、

内
国
通
運
が
こ
れ
を
買
い
と
り
、
明
治
１０
年
５
月
か

ら
、
東
京
深
川
局
橋
と
下
野
国

生
井
村

（現

・
栃
木

県
小
山
市
）
を
む
す
ぶ
航
路
を
は
じ
め
た
。

翌
月
、
第
２
船

（建
造
地
は
東
京
深
川
）
が
就
航

し
、
１
日
１
往
復
の
定
期
と
な

つ
た
。
午
後
４
時
に

深
川
扇
橋
と
生
井
を
出
発
す
る
夜
行
便
だ

っ
た
。

上
利
根
航
路
は
貨
客
需
要
が
多
く
、　
一
行
が
乗
船

ｔ
た
こ
ろ
、
東
京
両
国
の
元
柳

橋
際
を
基
点
に
、
渡

良
瀬
川
、
巴
波
川
、
思

川
方
面

へ
複
数
の
定
期
使
が

出
て
い
た
。
両
国
元
柳
橋
際
を
出
て
か
ら
、
新
大
橋

際
、
蛎
殻
町
、
高
橋
、
一局
橋
に
順
次
立
ち
寄
り
、
貨

客
を
の
せ
て
い
っ
た
。
当
時
の
両
国
は
、
隅
田
川
に

か
か
る
両
国
橋
の
束
西
両
岸
の
地
域
を
い
い
、
両
国

の
元
柳
橋
発
着
所
は
日
本
橋
側
に
あ

っ
た
。

翌
１４
日
の
早
朝
５
時
、
「通
運
丸
」
は
渡
良
瀬
川
沿

い
の
古
河
の
船
渡
河
岸

（現

・
古
河
市
錦
町
）
に
到

着
し
た
。
江
戸
期
以
来
、
江
戸
と
の
間
に
多
く
の
荷

船
が
発
着
し
て
い
た
河
岸
で
あ
る
。

一
行
は
こ
こ
か
ら
人
力
車
に
乗
り
換
え
、
日
光
街

道
を
北
上
。
そ
の
日

（１４
日
）
の
午
後
２
時
に
栃
木

に
入

っ
た
。
そ
し
て
、
当
地
に
４
泊
し
、
県
庁

（推

定
）
で
徴
兵
検
査
を
お
こ
な

っ
た
。
む
ろ
ん
、
巴
波

川
べ
り
の
美
し
い
町
並
み
も
見
物
し
た
。

宇
都
官
ま
で
日
本
鉄
道

（現

・
東
北
本
線
）
が
開

通
し
た
の
は
、
そ
の
３
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
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